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2007年 6月 11日、42期第 1回ＪＡＰＡ沖縄支部会

が開催された。 

議事要約については下記のとおり。 
 

記 
 
 
◇４２期支部活動の方針 

 ▲将来の公益法人として、ふさわしい活動を積極的に行っていくべき。 

日本のパイロットの地位向上と、ＪＡPA の存在をせけんに知らしめる活動

を積極的に行っていくべき 

との方針をたてた。 

 

具体的事業としては、 

①支部会員からの意見収集 

企画実現と支部会議充実等の側面から、会議支部会の定期的開催及び

準支部委員の確立を決めた。 

 

目安箱的な意見ボックスを設置することとした 

随時電子メイルを利用した情報配信を行うこととした。 

ＨＰを作成運用することとした。 

    随時ニュースを発行することとした。  

 

②会員獲得と会員相互のコミュニケーションの確立 

     交流会を開催することとした 



 

③各種セミナー、講習会の開催 

  ・航空教室 

 離島教育機関へ出向くなど沖縄支部独自のスタイルの航空教室を開催

することとした。 

・機長養成講習会 

開催することとした。 

 

・指導機長向けの講習会 

 ＪＴＡ社に打診することとした。 

・安全講習会 

  開催することとした。 

  ・セミナー 

  開催することした。内容は検討中。 

 

・施設見学 

 会員向けの企画として、海上保安庁見学を開催することとした。 

 

④福祉活動 

  チャリティを開催することとした。 

 

 

◇その他意見等 

  

▲支部総会開催また、支部委員、理事選出にあたり、公平で合理的な選挙方

法を行えるよう規則を作成検討（不信任票投票制など） 

また、機長養成講習会はＪＡＰA 会員は無料にするなど、非組合員との格差

をメリハリをもってつけていかないことが会員離れを加速させることになって

いる。改善すべき。 

支部の力量から、企画開催時期については来年の春先も考えること。 

 
 

以 上 
 
   


